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News

第
四
次
葉
山
町
総
合
計
画

基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画（
案
）に
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
と
は
、
将
来
に
お
け
る
町
の

目
指
す
べ
き
姿
と
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
り
、
現
在
葉
山

町
で
は
、
平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
す
る

新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

策
定
の
基
本
姿
勢

１
　
社
会
動
向
を
的
確
に
反
映
し
た
計
画

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

２
　
目
指
す
べ
き
姿
、目
標
が
明
確
で
、誰

に
で
も
分
か
り
や
す
く
、
使
い
や
す

い
計
画
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

３
　
進
捗
管
理（
評
価
）が
で
き
る
計
画
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

４
　
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
推
進
で
き

る
計
画
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

＊
町
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

＊
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

＊
総
合
計
画
審
議
会
・
特
別
委
員
会

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
・

団
体
・
事
業
者
・
行
政
な
ど
が
、
目
標
や

目
的
を
共
有
し
な
が
ら
、
各
々
の
役
割
と

責
任
の
下
で
、
努
力
し
、
行
動
し
、
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
の
取
組
み
と
し
て
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
目
指
す
姿

な
ど
を
考
え
る
町
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
開
催
し
ま
し
た（
昨
年
５
・
６
月
）。

　
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
や
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
計
画
策
定
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
１
５
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た（
昨
年
10
月
）。

　
こ
れ
ま
で
に
審
議
会
を
６
回
開
催
す
る

と
と
も
に
、
議
会
設
置
の
特
別
委
員
会
と

も
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。詳
し
い
内

容
は
、町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
町
民
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
意
見
や
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
ま
ち
の
目

指
す
姿
や
生
活
課
題
、
町
職
員
に
よ
る
現

行
計
画
で
あ
る
第
三
次
総
合
計
画
の
振
返

り
作
業
な
ど
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
の
案

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
の
「
第
四
次
葉
山
町
総
合
計
画 

基
本

構
想
・
前
期
基
本
計
画（
案
）」に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

※

意
見
を
募
集
す
る
の
は
、上
の
図（
新
し

い
総
合
計
画
の
構
成
・
計
画
期
間
）
で
緑

に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
部
分
で
す
。

期
間
　
９
月
30
日（
火
）ま
で

閲
覧
場
所
　
役
場
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

企
画
調
整
課
、図
書
館
、福
祉
文
化
会
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、町
Ｈ
Ｐ

提
出
・
問
合
せ
　
閲
覧
場
所
に
あ
る
応
募

用
紙
な
ど
に
計
画（
案
）へ
の
意
見
を
明

記
し
、郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
企
画

調
整
課
ま
で
　
☎
内
線
３
３
１

　
　public140901@

tow
n.hayam

a.

　
　 lg.jp

新しい総合計画の構成・計画期間

基本構想：まちづくりの基本理念・目指すべき将来像

基本計画：基本構想実現のための施策・基本的な方向

実施計画：基本計画の施策実現のための具体的な事業

H27 ～ 36 年度（10 年間）

H27 ～ 32 年度
（６年間）

H33 ～ 36 年度
（４年間）

H33 ～ 36 年度
（４年間）

H27 ～
29 年度

（３年間）

H30 ～
32 年度

（３年間）

前期 後期

17時のミュージック放送が葉山町歌に変わります！
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News
ど
こ
に
避
難
す
る
？

　
災
害
時
、避
難

場
所
に
は
原
則

と
し
て
歩
い
て

避
難
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

地
図
な
ど
で
場

所
を
確
認
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

実
際
に
経
路
を
歩

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。避
難
場
所
の
詳
細

は
、
町
Ｈ
Ｐ
か
各
戸
に
配
布
し
て
い
る
防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

安
否
確
認
に
便
利
！

　
災
害
時
は
、
電
話
が
つ
な
が
り
づ
ら
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
よ
る
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１

７
１
」や
各
携
帯
電
話
会
社
に
よ
る「
災
害

用
伝
言
板
」な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
、
家
族
の
中
で
ど
の
よ
う
に
連
絡
を
取

り
合
う
か
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※

災
害
時
は
警
察
や
消
防
等
の
通
信
確
保

の
た
め
、
一
般
の
通
信
を
制
御
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
公
衆
電
話
は
一
般

の
電
話
と
比
べ
、
優
先
電
話
と
な
っ
て

い
ま
す
。設
置
場
所
な
ど
詳
し
く
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線

　
町
内
全
域
に
一
斉
に
情
報
伝
達
す
る
た

め
の
防
災
行
政
無
線
で
す
が
、「
気
象
警
報

な
ど
の
災
害
情
報
は
男
性
の
声
」、「
緊
急

性
を
伴
わ
な
い
情
報
は
女
性
の
声
」
で
放

送
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
は
、原
則
と
し
て
屋
外
に
出
た
り
、

窓
を
開
け
た
り
し
て
聞
い
て
も
ら
う
も
の

で
す
が
、気
象
条
件
な
ど
に
よ
り
聞
き
取

９
月
１
日
は
防
災
の
日

＊
一
時（
い
っ
と
き
）避
難
場
所

＊
長
期
滞
在
型
避
難
場
所

児
童
館
や
公
園
が
該
当
し
ま
す
が
、
一

時
的
に
避
難
す
る
場
所
の
た
め
、
状
況

に
よ
っ
て
は
長
期
滞
在
型
避
難
場
所
へ

移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
各
小
中
学
校
・
南
郷
上
ノ
山
公
園

　
　（
一
時
避
難
場
所
も
兼
ね
て
い
ま
す
）

問
合
せ
　
総
務
課
　
防
災
係

　
　
　
　
☎
内
線
３
９
６

　防災行政無線が正常に作動しているかどうかを点検するため、毎日

17時にミュージック放送を実施しています。その曲目が、９月８日

（月）から『葉山町歌』に変わります（今までは『赤い河の谷間』

という曲目でした）。

《葉山町歌とは》

　葉山町の名誉町民である堀口大學さんが作詞、『ぞうさん（童謡）』

などで知られる團伊玖磨さんが作曲し、昭和 55年に町歌として制定

されました。

り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時

は
、次
の
方
法
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

放
送
後
１
時
間
以
内
に
か
け
る
と
、
内

容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
登
録（bousai-hayam

a
-t@
kt

aiw
ork.jp

に
空
メ
ー
ル
）
す
る
こ
と

で
、
放
送
内
容
を
電
子
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
ま
す《
英
語
表
記
も
あ
り
》。

放
送
後
５
分
以
内
に
割
込
み
放
送
を
し

て
い
ま
す
。

右
上
部
分
に
「
防
犯
と
防
災
に
関
す
る

情
報
」
と
し
て
気
象
情
報
や
津
波
情
報

な
ど
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

右
記
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
防
災
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

＊
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
8
7
5

ｰ

4
0
0
0
）

＊
電
子
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

＊
町
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

＊
湘
南
ビ
ー
チ
FM（
78
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

＊
ツ
イ
ッ
タ
ー（@

hayam
a_tow

n

）
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園
が
該
当
し
ま
す
が
、
一

時
的
に
避
難
す
る
場
所
の
た
め
、
状
況

に
よ
っ
て
は
長
期
滞
在
型
避
難
場
所
へ

移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
各
小
中
学
校
・
南
郷
上
ノ
山
公
園

　
　（
一
時
避
難
場
所
も
兼
ね
て
い
ま
す
）

問
合
せ
　
総
務
課
　
防
災
係

　
　
　
　
☎
内
線
３
９
６

　防災行政無線が正常に作動しているかどうかを点検するため、毎日

17時にミュージック放送を実施しています。その曲目が、９月８日

（月）から『葉山町歌』に変わります（今までは『赤い河の谷間』

という曲目でした）。

《葉山町歌とは》

　葉山町の名誉町民である堀口大學さんが作詞、『ぞうさん（童謡）』

などで知られる團伊玖磨さんが作曲し、昭和 55年に町歌として制定

されました。

り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時

は
、次
の
方
法
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

放
送
後
１
時
間
以
内
に
か
け
る
と
、
内

容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
登
録（bousai-hayam

a
-t@
kt

aiw
ork.jp

に
空
メ
ー
ル
）
す
る
こ
と

で
、
放
送
内
容
を
電
子
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
ま
す《
英
語
表
記
も
あ
り
》。

放
送
後
５
分
以
内
に
割
込
み
放
送
を
し

て
い
ま
す
。

右
上
部
分
に
「
防
犯
と
防
災
に
関
す
る

情
報
」
と
し
て
気
象
情
報
や
津
波
情
報

な
ど
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

右
記
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
防
災
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

＊
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
8
7
5

ｰ

4
0
0
0
）

＊
電
子
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

＊
町
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

＊
湘
南
ビ
ー
チ
FM（
78
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

＊
ツ
イ
ッ
タ
ー（@

hayam
a_tow

n

）
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＊実施日・場所などの詳細は各団体へお問い合わせください！

書道：葉山町書道協会　荒井　☎875-2310

手工芸：葉山町手工芸連盟　杉浦　☎875-3838

水墨画：葉山水墨画協会　宮田　☎875-6185

カラオケ：葉山町カラオケ同好会連絡協議会　伊東（鎮）　☎878-6488
生け花：葉山いけばな会　吉野　☎875-3639

短歌：葉山短歌会　金井　☎875-5801

俳句：葉山俳句連盟　熊谷　☎875-2430

詩吟・詩舞：葉山町詩吟詩舞連盟　上村　☎875-3397

合唱：葉山町合唱連盟　伊東（宥）　☎875-5081

美術：葉山美術連盟　水石　☎876-2387

初開催のダンスコンクールです！

日時　11月１日（土）10時から

場所　福祉文化会館ホール

対象　葉山町・逗子市在住在学の小中高校生

定員　各ジャンル10組（ソロも可、応募者多数の場合は先着順）

ジャンル　ジャズ・ヒップホップ・チアなど自由

審査員　濱野　真粧美さん（第１級ダンス指導者資格保持）

申込み　ハガキに住所・氏名・電話・年齢・曲名・ジャンルを明記し、

一色1424－2　石川まで

締切　9月20日（土）必着　※申込み期間を延長しました！

問合せ　☎875ｰ5081（伊東）　☎875ｰ3269（根岸）

子どもが描いた「葉山の自然の絵」を募集しています！（記念品あり）

展示期間　10月17日（金）～11月３日（月・祝）

場所　葉山しおさい公園・博物館

テーマ　葉山の自然に関するもの（海・山・風景など）

※クレヨン・水彩画・油絵なんでも可！（サイズは四つ切以下）

対象　町在住在学の小中学生（一人一作品）

申込み　絵画の裏に鉛筆で、絵の題名・描いた人の名前・住所・電話・

年齢を明記し、生涯学習課まで持参（絵画は返却します）。

締切　10月10日（金）17時

問合せ　☎875ｰ5081（伊東）　☎875ｰ3269（根岸）

第48回 葉山町文化祭
11月１日（土）～16日（日）／福祉文化会館・図書館ほか
葉山町文化協会設立20周年記念

一般参加者・ダンサー・アーティスト大募集！

ダンスコンクール

葉山っ
この絵画展

一般
参加者はこちら

23

広
報
は
や
ま
９
月
号

広
報
は
や
ま
９
月
号

★健康レシピコーナー★健康レシピコーナー

食物繊維たっぷりでヘルシー♪豆腐ハンバーグ
材料（五人分）

作り方

★管理栄養士からの一言★

鶏ひき肉300ｇ・木綿豆腐200g・しょうが1片・
れんこん100ｇ・長ねぎ1本・ひじき（ドライ
パック）110ｇ・塩小さじ⅓・酒大さじ1・片栗粉
大さじ1・サラダ油小さじ1・大葉5枚
＊タレの分量は下記参照

期間　9月15日（月・祝）まで

◆学芸員によるギャラリートーク

　9月13日（土）14時～15時

◆アーティスト・トーク

本展出品作家の河口龍夫さん出演

　9月14日（日）14時から

← 伊 藤 存《 フ ィ ー

ディング サークル》

2010年　布、刺繍糸、

パネル　当館蔵

撮影：木奥惠三

「東欧アニメをめぐる旅

　ポーランド、チェコ、クロアチア」

期間　9月27日（土）から

開館時間　9時30分～17時

休館日　祝日を除く月曜、展示替期間

問合せ　☎875-2800

①木綿豆腐はつぶして水気を切り、キッチンペーパーで軽くしぼる。
②しょうが・れんこんをすりおろし、長ねぎはみじん切りにする。
③タレの調味料（しょうゆ大さじ1½・みりん大さじ1強・酒大さじ1）を混

ぜ合わせておく。
④ボウルに鶏ひき肉・豆腐・塩・酒・しょうが・片栗粉を入れて、ねばりが

出るまでよく混ぜ、れんこん・長ねぎ・ひじきを加えてよく混ぜる。
⑤５等分にし、手に少量のサラダ油（分量外）をつけて丸く形成する。
⑥熱したフライパンにサラダ油をひき、②を入れて中火で焼き色をつけ

る。両面に焼き色がついたら弱火にし、フタをして中まで火を通す。
⑦⑥に③を加え、両面にタレを絡め、皿に盛り付けて千切りにした大葉

を添える。

　　　　　　　　　　　　　ヘルスメイト養成講座でも好評だったこ
のメニュー。れんこんは疲労回復・風邪予防に効果のあるビタミン C
やポリフェノールが豊富に含まれています。

問合せ　保健センター　☎875－1275

エネルギー188kcal　塩分1.2ｇ
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館
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真  

館
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館
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　7月24日（木）から草津町民を対象に水
泳教室を開催！　65人の参加者が晴天の
下、バナナボートやウィンドサーフィン
などのマリンスポーツを体験しました。

▼ 姉妹都市の草津から

　7月30日（水）、葉山町消防団第3分団
がポンプ車操法に出場しました。3か月
の訓練を重ねた団員たちは、その成果
を遺憾なく発揮することができまし
た。大会のようすは町HP「消防団だよ
り」でもお知らせしています。

▼

県消防操法大会

県立近代美術館 葉山

「いろ・うごき・かたち
　       アートをめぐる夏の冒険」


